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「ゲンノショウコ」の証拠 

先月の園芸サークルにて話題になったゲンノショウコ。花言葉は「心の強さ」です。1） 今からおよそ 300 年

前に貝原益軒が記述した「大和本草」にも取り上げられました。古くから下痢止めなどとして使われてきま

した。２） ３） 有効成分は「タンニン(tannin)」と言われており、茎や根と比較して、葉に多く含まれています。４） 

ゲンノショウコに含まれているタンニンは「ゲラニイン」と呼ばれ、精製してできた結晶をなめてもほとんど味

は感じられないそうです。５） 余談ですが、渋柿に含まれている「柿渋（カキタンニン）」は強烈な渋味を示す

とのこと。このゲラニインさんが、腸管壁に結合保護し、細菌の毒素の侵入防御、腸液分泌や外界からの

刺激を抑制、下痢を止める働き（収斂薬）があるそうです。５）  

別名「医者いらず」の民間薬として広まったことにも納得しました。 

利用者のみなさんで、せっせせっせと制作したコスモスが、先月中旬より 

（ずっと）見頃を迎えております。 咲き出したころは「ちょっと時季が早いの 

では？」と思いましたが、あっという間に季節が進んで長袖がちょうどよい 

気温になりました。 
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うわさの「ゲンノショウコ」（右写真） 
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